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７
月

29
日
、
5

つ
の
自
治

会
が
合
同

で
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
、
気

温
は
朝
か

ら
30
度
を

越
え
、
水

分
を
取
り

な
が
ら
の

準
備
。
暗

く
な
る
に
つ
れ
、
人
が
集
ま
り
櫓
の
周
り

は
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
様
で
し
た
。
自
治

会
総
出
で
、
焼
き
そ
ば
、
お
好
み
焼
き
、

焼
き
鳥
な
ど
作
り
ま
し
た
。
ど
の
売
り
場

の
前
も
列
が
出
来
て
い
ま
し
た
。
1
か
月

前
か
ら
食
材
の
発
注
、
お
手
伝
い
の
人
集

め
な
ど
、
大
変
で
し
た
が
、
多
く
の
人
の

笑
顔
に
疲
れ
が
癒
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
定
例
市
議
会
は
、
１
日
に
開
会
さ

れ
ま
し
た
。
私
は
５
日
、
代
表
質
問
に
立

ち
ま
す
。

議
案
で
は
、

〇
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
（
０
歳
～
18
歳
）

の
一
時
保
育
を
「
そ
よ
か
ぜ
キ
ッ
ズ
」
で

行
な
う

〇
市
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

〇
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
に
勤
め

る
よ
う
自
転
車
利
用
者
の
遵
守
事
項
に
追

加〇
大
野
第
5
駐
輪
場
の
民
営
化
な
ど

補
正
予
算
で
は
、

〇
ゴ
ー
ル
ド
シ
ニ
ア
事
業

75
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
の
利
用
に
補
助
。
各
々
１
万
セ
ッ

ト
で
募
集
期
間
が
あ
り
、
利
用
は
12
月
か

ら
。

〇
塩
浜
親
水
事
業
（
写
真
）
下
は
イ
メ
ー

ジ
図三

番
瀬
公
園
先
の
一
部
に
じ
ゃ
か
ご
で
、

親
水
場
所
を
作
る
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
費
用

９
月
議
会
に
出
さ
れ
た
主
な
議
案

4年ぶりに開催された地域のお祭り

塩浜２丁目、三番瀬公園からの眺め 潮が引い
ているときは、牡蠣焦（写真中央）が見えます。

私
の
代
表
質
問
は
、
ひ
ま
わ
り
通
信
10
月

号
で
ご
報
告
し
ま
す
。

市
政
報
告
会

9
月
30
日
（
土
）

南
行
徳
市
民
セ
ン
タ
ー
集
会
室
５



ひ
と
り
ご
と…

９
月

２
日
、
以
前
調
理
師
と

し
て
働
い
て
い
た
、
国

府
台
病
院
内
つ
く
し
ん

ぼ
保
育
所
の
50
周
年
記

念
式
典
に
参
加
し
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
東
日
本

大
震
災
を
保
育
所
で
経

験
し
た
思
い
出
を
、
挨

拶
に
交
え
て
話
し
ま
し

た
。
訓
練
の
時
は
、
落

ち
着
い
て
子
ど
も
を
お

ん
ぶ
で
き
ま
し
た
が
、

揺
れ
て
い
る
最
中
は
、

抱
っ
こ
す
る
の
も
大
変

で
し
た
。
今
の
日
本
の

保
育
士
配
置
基
準
は
、

低
す
ぎ
ま
す
。
改
善
を

求
め
て
頑
張
る
決
意
を

改
め
て
伝
え
ま
し
た
。

受
付
で
頂
い
た
、
お

茶
に
QR
コ
ー
ド
が
つ
い

て
い
て
、
後
日
そ
こ
か

ら

今
日
の
様
子
の
写
真

や
、
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影

し
た
動
画
を
見
る
こ
と

が
出
来
る
そ
う
で
す
。

『
な
ん
と
、
ハ
イ
テ
ク
！
』

卒
所
生
か
ら
、
将
来

の
夢
（
ダ
ン
ス
や
音
楽
、

IT
関
係
に
就
職
）
な
ど

の
報
告
が
あ
り
、
大
き

く
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い

と
願
う
ば
か
り
で
す
。

次回10月10日(火)午後2時より
市役所６F共産党控室にて

1人30分、事前予約が必要です。
334-1111 内線18219
までお電話ください。

無料法律相談

毎
年
行
っ
て
い
る
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
に
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
要
望
な
ど

を
も
と
に
、
一
つ
一
つ
現
地
を
見
て

回
り
ま
し
た
。

〇
幸
か
ら
加
藤
新
田
に
向
か
う
道
路

は
、
「
一
時
停
止
線
が
手
前
す
ぎ
て

車
の
確
認
が
出
来
な
い
の
で
、
停
止

線
を
引
き
直
し
て
ほ
し
い
」
と
昨
年

要
望
し
ま
し
た
。
標
識
が
手
前
に
移

動
し
、
停
止
線
が
車
が
確
認
で
き
る

と
こ
ろ
に
引
か
れ
、
安
全
確
認
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

〇
妙
典
駅
、
行
徳
駅
周
辺
で
は
カ
ラ

ス
や
ム
ク
ド
リ
の
被
害
も
多
く
の
方

か
ら
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

〇
行
徳
地
域
全
体
で
、
車
道
と
歩
道

の
段
差
が
大
き
い
。
木
の
枝
が
大
き

く
伸
び
て
、
信
号
や
街
灯
の
妨
げ
に

な
っ
て
い
る
所
も
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
調
査
を
も
と
に
要
望
書
を
作
成

し
、
９
月
中
に
、
市
に
提
出
し
ま
す
。

「
水
に
タ
イ
ヤ
が
半
分
沈
ん
で
い
て
、

不
法
投
棄
で
は
な
い
か
」
と
ア
ン
ケ
ー

ト
に
あ
り
ま
し
た
。
あ
い
ね
す
と

（
行
徳
野
鳥
観
察
舎
）
の
隣
、
野
鳥

病
院
の
前
、
池
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
所
の
写
真
で
す
。
野
鳥
病
院
の
方

に
話
を
聞
く
と
、
「
確
か
に
タ
イ
ヤ

が
あ
り
ま
す
が
、
渡
り
鳥
が
羽
を
休

め
た
り
、
カ
メ
が
甲
羅
干
し
を
す
る

の
に
、
ち
ょ
う
ど
い
い
ん
で
す
。
た

く
さ
ん
に
な
っ
て
は
困
り
ま
す
が
。
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
現
地
調
査
を
行
な
い
ま
し
た

★
７
月
30
日
、

全

国
保
育
合
研
は
、
千

葉
県
保
育
セ
ン
タ
ー

か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
参
加
し
ま
し
た
。

分
科
会
で
は
提
案
者

に
な
り
、
参
加
者
か

ら
の
質
問
に
答
え
ま

し
た
。
（
写
真
上
）

★
７
月
22
日
～
24

日
、
岡
山
県
開
催
の

自
治
体
学
校
に
参
加

し
、
「
公
な
き
地

域
共
生
と
DX
に
よ

る
社
会
保
障
の
変

質
を
考
え
る
」
と

い
う
分
科
会
で
こ

れ
か
ら
の
福
祉
の

在
り
方
を
学
び
ま

し
た
。

７
月
13
日
、

南
行
徳
市
民
談

話
室
で
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
保

護
者
も
見
に
来

て
い
ま
し
た
。

全国保育合研・自治体学校に参加教科書展示会


